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平成22年度　埋蔵文化財展・埋蔵文化財講演会について

チラシ表

１　目的
　愛知県埋蔵文化財センターの発掘調査により出
土した資料を広く公開し、また、学識経験者によ
る講演会を開催することによって、県民の埋蔵文
化財に対する理解を深めるとともに、郷土に残さ
れた先人の歴史を考え、文化財保護意識の向上を
図る。
２　主催
　愛知県教育委員会
　愛知県陶磁資料館
　( 公益 ) 愛知県教育 ･ スポーツ振興財団 愛知県
埋蔵文化財センター
　中日新聞社
３　協力
　愛知県総務部法務文書課 県史編さん室
　愛知県公立大学法人 愛知県立大学
４　埋蔵文化財展
　１）会場：愛知県陶磁資料館 本館 玄関ロビー
･ 第 1 展示室 ･ 第 2 展示室
　２）会期：平成 22 年 7 月 3 日 ( 土 ) 〜 9 月 26
日 ( 日 )
　３）展覧会名：「1000 年前のハローワーク―
見て触れて、親子で楽しい愛知の考古学―」
　４）展示構成
　　Ａ　1000 年前のハローワーク
製造業 ( 焼き物 ･ 瓦 ･ 塩 ･ 布 ･ 漆塗り ･ 金物 )：
日進市金萩遺跡、東海市松崎遺跡、豊橋市市道１
号窯など
卸運輸業 ( 焼き物 )：日進市三ヶ所遺跡
建設業 ( 大規模プロジェクト ･ 水利施設 )：豊川
市三河国分寺跡・三河国府跡、西尾市室遺跡など
官公庁 ( 公務員の仕事 ･ 記録する )：一宮市田所
遺跡、春日井市勝川遺跡、瀬戸市上品野蟹川遺跡
など
農林水産業 ( 農業 ･ 漁業 ･ 畜産業 )：名古屋市志
賀公園遺跡、あま市大渕遺跡、豊田市梅坪遺跡な
ど
　　Ｂ　考古学で学ぶ小学 6 年社会科古代編
大陸の文化を学ぶ・天皇中心の国と人々の暮らし チラシ裏
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パンフレット表紙

パンフレットP9

パンフレットP18

仏教の力で国を守る・貴族の暮らし
　　Ｃ　体験コーナー ･ なりきり古代人
・[ 会期中全日 ] 模擬竪穴住居
・[ 日曜 ･ 祝休日 ] 日替わりワークショップ
　　Ｄ　新出土品展
　「平成 21 年度新出土品」
稲沢市一色青海遺跡・塔の越遺跡、岡崎市西牧野
遺跡、安城市下懸遺跡、新城市石座神社遺跡・須
長 10 号墳
　　Ｅ　特集陳列 ･ 愛知県の歴史学―県史編さん
室と県立大学の挑戦―
Ａ）歴史をまとめる－県史編さん室－
　　県史編さん事業の概要
Ｂ）歴史文化研究 ･ 教育最前線－県立大学－
　　日本文化学部 歴史文化学科の研究 ･ 教育活
動の概要
５　埋蔵文化財講演会
　１）会場：愛知県陶磁資料館 講堂
　２）日時：平成 22 年 9 月 11 日 ( 土 ) 午後 1
時 30 分〜 3 時
　３）講師：山中章氏 ( 三重大学教授 )
　４）演題：｢ 古代宮都の職人模様 ｣
６　関連事業
　１）愛知県史講演会
・日時：平成 22 年 7 月 10 日 ( 土 ) 午後 1 時〜 4
時
・会場：愛知県陶磁資料館
・テーマ：｢ 考古資料からみた古代の愛知 ｣
・講師 ･ 演題：
　八賀晋氏 ( 三重大学名誉教授 )｢『考古 4 飛鳥
～平安』の刊行にあたって ｣
　城ヶ谷和広氏 ( 愛知県立熱田高等学校教頭 )｢
古代愛知のものづくり ｣
　梶原義実氏 ( 名古屋大学大学院准教授 )｢ 尾張 ･
三河の古代寺院 ｣
　２）連続講座 ｢ 愛知県の古代を探る ｣
・日時：各回ともに午後 1 時 30 分〜 3 時
　第 1 回：8 月 7 日 ( 土 ) 丸山裕美子 ( 愛知県立
大学教授 )｢ 正倉院文書が語る古代の尾張 ｣
　第 2 回：8 月 21 日 ( 土 ) 永井邦仁 ( 愛知県埋
蔵文化財センター調査研究主任 )｢ 尾張 ･ 三河の
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稲沢市
塔の越遺跡 岡崎市

西牧野遺跡
稲沢市
一色青海
　　遺跡

安城市
下懸遺跡

新城市
石座神社
　　遺跡

新城市
須長10号墳

愛知県埋蔵文化財センター
　　　　 新出土品展  2009

今回の展示遺跡

http://www.maibun.com
愛知県埋蔵文化財センター

於：愛知県陶磁資料館
2010.7.3～9.26
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織物になる糸作り
長くつないでおいた糸の
もとを、紡錘車で撚りを
かけて巻き取る。

撚りをかけた糸を木の枠に
巻き上げ、綛（かせ）という
糸の束をつくる。

染色などを施した後、
織り機にかけるために
糸巻きに巻き直す。

紡錘車

綛かけ

東村純子,2006「織物と紡織」『列島の古代史５・専門技能と技術』を参考に作成

愛知県埋蔵文化財センター　愛知県陶磁資料館

古代の世界では、中国大陸は政治・文化

の中心地の一つでした。日本からは、遣

唐使や留学生が大陸の優れた文化を学び

に行きました。中国（唐）では、9 世紀

頃に花の模様を彫ったお椀などが盛んに

作られ、日本列島でも愛知県みよし市な

どで、同じような花の模様を彫った製品

が作られました。

か も ん て つ き へ い

見て触れて、親子で楽しい愛知の考古学
Job Guidance of Ancient Times for Families

2010 年 7 月 3 日 [ 土 ]~9 月 26 日 [ 日 ] 
　愛知県陶磁資料館 本館

見て触れて、親子で楽しい愛知の考古学
Job Guidance of Ancient Times for Families

愛知県陶磁資料館企画展
愛知県埋蔵文化財センター埋蔵文化財展

埋文ワークショップ 2010

 たく ほん

拓本をとってみよう！

日付： 　2010 年 　月　　日

遺跡のなまえ：

資料のなまえ：

拓本をとった人のなまえ：

ひづけ ねん がつ にち

いせき

しりょう

たくほん

2010　埋蔵文化財展　体験プログラム

呪符木簡をはりつけよう！
じゅ　ふ   もっ  か ん

お願いごとなどをかいて貼付けましょう！
2010 年 7 月 3 日～9 月 26

新出土品展のパネル

糸作りのパネル

「木簡をはりつけよう」のパネル

「拓本をとろう」の拓本シート

「花文手付瓶」のペーパークラフト

缶バッジ



展示 1000年前のハローワーク

展示 1000年前のハローワーク

展示 新出土品展

展示 新出土品展
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鐙
あぶみ

古代集落遺跡 ｣
　第 3 回：8 月 28 日 ( 土 ) 小川裕紀 ( 愛知県陶
磁資料館学芸員 )｢ 東アジアのなかの古代尾張陶
磁 ｣
 　３）日替わりワークショップ
・日時：会期中の毎週日曜 ･ 祝休日、午前 10 時
30 分－ 16 時の間に随時
・会場：愛知県陶磁資料館 第 1 展示室入口前
・内容：
　（Ａ）こども古代衣装体験 ｢ 男女官人装束を着
てみよう ｣
　（Ｂ）模擬木簡で習字体験
　（Ｃ）古代土器をさわる＆拓本体験
　（毎回）古代土器ペーパークラフト
・講師：愛知県埋蔵文化財センター職員
　　　　愛知県埋蔵文化財調査センター職員
 　４）　愛知県立芸術大学学生によるロビーコン
サート
・日時：各回ともに正午開演 ( 約 1 時間 )
・会場：愛知県陶磁資料館 本館玄関ロビー
・協力：愛知県立芸術大学芸術創造センター
　　・内容：
｢ 愛知県立芸術大学アンサンブルのにぎわい ｣
　第 1 回：8 月 28 日 ( 土 ) ｢ 弦楽四重奏と二重
奏の共演 ｣
　第 2 回：9 月 5 日 ( 日 ) ｢ ピアノ連弾とマリン
バ ･ サックス ･ デュオの共演 ｣
　第 3 回：9 月 19 日 ( 日 ) ｢ 弦楽六重奏とホル
ン四重奏の共演 ｣
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開会式 オープニングセレモニー 展示会風景

埋蔵文化財講演会 連続講座

ワークショップ こども古代衣装体験 ワークショップ こども古代衣装体験

ワークショップ 模擬木簡で習字体験 ワークショップ 古代土器をさわる＆拓本体験
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